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11／�年�２００６�
（平成１８年）�3

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

開票結果　町田市議会議員選挙（定数３６人） ※番号は得票数順、あん分票は小数点以下第３位まで記載

興
費
（
６
６
８
０
万
円
）
、
町
田
市
民

ホ
ー
ル
管
理
運
営
委
託
料
な
ど
の
市
民

ホ
ー
ル
費
（
１
億
１
７
０
０
万
円
）
、

シ
ス
テ
ム
関
連
設
備
設
置
委
託
料
な
ど

の
情
報
化
対
策
費
（　

億
７
３
７
７
万

２１

円
）
な
ど

【
民
生
費
】
介
護
保
険
事
業
会
計
繰
出

金
（　

億
４
０
５
６
万
円
）
、
国
民
健

３２

康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
（　

億
円
）、

３７

児
童
手
当
な
ど
の
児
童
手
当
費
（　

億
３９

４
４
６
７
万
円
）
、
民
間
保
育
所
運
営

委
託
料
な
ど
の
保
育
所
入
所
運
営
費

（　

億
６
６
４
万
円
）
、
医
療
扶
助
費

５５
な
ど
の
生
活
保
護
費
（　

億
８
３
７
８

８４

万
円
）
な
ど

【
衛
生
費
】
成
人
健
診
委
託
料
な
ど
の

成
人
健
診
事
業
費
（　

億
５
５
０
４
万

１３

円
）
、
病
院
事
業
会
計
へ
の
負
担
金
な

ど
の
病
院
事
業
会
計
費
（　

億
５
０
０

１３

０
万
円
）
、
施
設
改
修
工
事
費
な
ど
の

塵
芥
処
理
施
設
運
営
費
（　

億
７
０
９

１４

０
万
円
）
、
資
源
化
物
・
有
害
ご
み
回

収
業
務
委
託
料
な
ど
の
ご
み
減
量
対
策

費
（　

億
５
７
９
４
万
円
）
な
ど

１２

【
労
働
費
】
（
財
）
町
田
市
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
補
助
金
な
ど
の

勤
労
者
福
利
厚
生
費
（
３
７
１
４
万

円
）

【
農
林
費
】
農
地
環
境
モ
デ
ル
再
生
事

業
委
託
料
な
ど
の
北
部
丘
陵
ま
ち
づ
く

り
促
進
費
（
１
４
５
１
万
円
）
な
ど

【
商
工
費
】
企
業
誘
致
補
助
金
な
ど
の

事
業
助
成
費
（
２
億
１
４
８
９
万
円
）、

中
小
企
業
融
資
利
子
補
助
金
な
ど
の
金

融
対
策
費
（
１
億
２
７
６
１
万
円
）
な

ど【
土
木
費
】
忠
生
土
地
区
画
整
理
事
業

会
計
繰
出
金
（　

億
円
）
、
鶴
川
駅
北

１５

土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
繰
出
金
（　
１２

億
２
１
７
８
万
円
）
、
用
地
購
入
費
な

ど
の
都
市
計
画
道
路
築
造
事
業
費
（　
１１

億
２
６
２
１
万
円
）
、
下
水
道
事
業
会

計
繰
出
金
（　

億
３
８
２
１
万
円
）
な

２３

ど【
消
防
費
】
常
備
消
防
都
委
託
費
（　
４０

億
５
０
０
０
万
円
）
な
ど

【
教
育
費
】
焼
却
炉
撤
去
工
事
費
な
ど

の
学
校
管
理
運
営
費
（
小
学
校　

億
３

１３

４
１
８
万
円
・
中
学
校
７
億
１
６
５
９

万
円
）
、
学
校
施
設
整
備
工
事
費
な
ど

の
学
校
施
設
整
備
費
（
小
学
校
６
億
４

５
６
９
万
円
・
中
学
校
７
億
２
７
５
６

万
円
）
、
私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者

補
助
金
な
ど
の
私
立
幼
稚
園
等
園
児
保

護
者
補
助
事
業
費
（
５
億
４
７
６
４
万

円
）
な
ど

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
「
町
田
市
国
民
保
護
協

議
会
」
の
組
織
、
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
「
町
田

市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
」
、
「
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
「
町
田
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

町
田
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
」
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
制
定

す
る
「
町
田
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及

び
町
田
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条

例
」
、
町
田
市
防
災
会
議
委
員
の
追
加

と
幹
事
及
び
部
会
を
設
置
す
る
た
め
改

正
す
る
「
町
田
市
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
障
害
程
度
区

分
認
定
審
査
会
及
び
国
民
保
護
協
議
会

が
附
属
機
関
と
し
て
新
た
に
設
置
さ
れ

る
た
め
、
各
委
員
の
報
酬
の
規
定
を
追

加
す
る
た
め
改
正
す
る
「
町
田
市
非
常

勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
、
災
害
や
武
力
攻
撃
事
態
な

ど
が
生
じ
た
場
合
に
、
国
の
行
政
機
関

等
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対
し
、
派

遣
手
当
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
制
定
す

る
「
町
田
市
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
条
例
」
、
外
国
旅
行
の
旅
費

の
額
に
つ
い
て
は
国
家
公
務
員
の
特
定

の
級
の
職
員
の
額
を
準
用
し
て
い
る

が
、
法
律
改
正
に
よ
り
準
用
し
て
い
る

職
員
の
級
が
変
更
さ
れ
た
た
め
改
正
す

る
「
町
田
市
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
同
「
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
結
核
・
精
神
医
療
給
付
金
の
必

要
事
項
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
「
町

田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
、
市
町
村
に
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
審
査
会
に
つ
い
て

そ
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
た
め
制

定
す
る
「
町
田
市
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

例
」
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
関
係
条
文
の
改
正
を
す
る
「
町

田
市
通
所
療
育
施
設
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
、
同
「
町
田
市
授
産

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
同
「
町
田
市
大
賀
藕
絲
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
、
同
「
町
田
市
障
が
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
保
険
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に

関
係
条
文
の
改
正
を
す
る
「
町
田
市
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ

る
た
め
本
条
例
を
廃
止
す
る
「
町
田
市

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
」
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
介
護
予
防
事
業
が
創
設
さ
れ
る

た
め
関
係
条
文
の
改
正
を
す
る
「
町
田

市
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
高
齢

者
の
生
活
訓
練
の
ほ
か
に
緊
急
一
時
保
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3
月
議
会

月
議
会
が
開
会
開
会
�

3
月
議
会
が
開
会
�

新
年
度
予
算
な
ど
49
議
案
を
提
案�

新
年
度
予
算
な
ど
49
議
案
を
提
案�

会期は�

30日まで�

護
の
機
能
を
加
え
る
た
め
関
係
条
文
の

改
正
を
す
る
「
町
田
市
薬
師
台
高
齢
者

生
活
訓
練
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
基
金
の
処
分
範
囲
が
変
更
さ
れ
る

た
め
関
係
条
文
の
改
正
を
す
る
「
町
田

市
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
２
０
０
６

年
４
月
に
町
田
市
成
瀬
市
民
農
園
を
開

設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
別
表
の
改
正
を

す
る
「
町
田
市
市
民
農
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
、
公
営
住
宅
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行

に
伴
い
、
関
係
条
文
の
改
正
を
す
る

「
町
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
２
０
０
５
年　

月
「
町

１２

田
都
市
計
画
野
津
田
丸
山
地
区
地
区
計

画
」
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
当
該
区
域
を
本
条
例
に
加

え
る
た
め
改
正
す
る
「
町
田
市
地
区
計

画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体

育
館
及
び
室
内
プ
ー
ル
の
休
館
日
の
変

更
並
び
に
会
議
室
の
利
用
料
金
を
改
正

す
る
「
町
田
市
体
育
施
設
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

　

平
成　

年
度
（
２
０
０
６
年
度
）
の

１８

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
１
０
６
１

億
３
１
６
３
万
３
千
円
、
特
別
会
計
が

１
１
０
０
億
３
７
４
３
万
３
千
円
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
で
、
２
１

６
１
億
６
９
０
６
万
６
千
円
と
な
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
の
主
な
も
の
は
、
歳
入
で

は
市
税
６
３
６
億
５
１
０
万
８
千
円

（
構
成
比　

・
９
％
）
、
国
庫
支
出
金

５９

１
１
６
億
２
１
０
７
万
１
千
円
（
同　
１１

・
０
％
）
、
都
支
出
金　

億
８
１
３
５

９２

万
６
千
円
（
同
８
・
７
％
）
、
地
方
消

費
税
交
付
金　

億
６
９
０
１
万
２
千
円

４０

（
同
３
・
８
％
）
、
使
用
料
及
び
手
数

料　

億
１
８
３
３
万
８
千
円
（
同
２
・

３０
８
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
歳
出
で
は
、
民
生
費
４
０
４

億
５
４
４
万
３
千
円
（
構
成
比　

・
１

３８

％
）
、
教
育
費
１
４
４
億
１
３
１
９
万

３
千
円
（
同　

・
６
％
）
、
総
務
費
１

１３

２
９
億
７
５
１
２
万
２
千
円
（
同　

・
１２

２
％
）
、
土
木
費
１
２
５
億
２
２
７
１

万
８
千
円
（
同　

・
８
％
）
、
衛
生
費

１１

１
１
５
億
２
７
０
６
万
９
千
円
（
同　
１０

・
９
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

１８

て
い
る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
捨

て
）
。

【
総
務
費
】
集
会
所
建
設
費
補
助
金
な

ど
の
町
内
会
自
治
会
費
（
６
４
３
４
万

円
）
、
財
団
法
人
町
田
市
文
化
・
国
際

交
流
財
団
補
助
金
な
ど
の
文
化
国
際
振

　

平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
９
日
に
開
会
さ

１８

れ
ま
し
た
。
本
議
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

１８

　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

４９
　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算　

件
（
平
成　

年
度
補
正
予
算
９

１９

１７

件
、　

年
度
当
初
予
算　

件
）
、
条
例　

件
、
契
約
１
件
、

１８

１０

２２

損
害
賠
償
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
各
１
件
、
そ
の

他
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　平成１８年２月２６日（日）に町田市議会議員選挙並びに町田市長選挙
が執行されました。投票率及び開票結果は右表・下表のとおりです。
４月１日まで町田市ホームページでもご覧になれます。

□問 選挙管理委員会事務局11７２４・２１６８

４４．１０％町田市議会議員選挙投　票　率
４４．１０％町 田 市 長 選 挙

結果得票数党　派候補者名順
位

当選５，６６３　　民 主 党新井　よしなお１
当選５，０８５．５５５自由民主党渋 谷　 武 己２
当選４，５７６　　公 明 党お く　 栄 一３
当選４，５６０　　自由民主党熊沢　 あやり４
当選４，２１６．３８４自由民主党�田　 つとむ５
当選４，１４０　　無 所 属友井　かずひこ６
当選４，１３６　　公 明 党上野　たかのり７
当選４，１１１　　民 主 党今 村　 る か８
当選４，０７７　　公 明 党山下　 てつや９
当選４，０３４　　無 所 属市 川　 勝 斗１０
当選３，９９９．７７０公 明 党宮坂　 けい子１１
当選３，９３８　　社会民主党谷 沢　 和 夫１２
当選３，９１０　　日本共産党佐々木　とも子１３
当選３，８４１　　公 明 党あさみ　 美子１４
当選３，８２７　　自由民主党おさむら　敏明１５
当選３，７４３　　民 主 党戸 塚　 正 人１６

開開票票結結果果町町田田市市議議会会議議員員選選挙挙
町町 田田 市市 長長 選選 挙挙

開票結果　町田市長選挙
※番号は得票数順

結果得票数党　派候補者名順位
当選４１，０１３無所属石 阪　 丈 一１

３４，９０７無所属真 木　 茂２
２１，１２０無所属大西　 のぶや３
１６，３２８無所属さみぞ　 裕子４
１３，０４１無所属藤 田　 学５
１２，１３１無所属西 山　 由 之６

結果得票数党　派候補者名順
位

当選３，７１６　　自由民主党大塚　のぶあき１７
当選３，７０９　　日本共産党たかしま　 均１８
当選３，６１２　　日本共産党とのむら　健一１９
当選３，４３６．８３３民 主 党田 中　 修 一２０
当選３，３９６　　公 明 党かわばた　一隆２１
当選３，３９４．８４０自由民主党佐藤　 伸一郎２２
当選３，３７４　　町田・生活者ネットワーク吉 村　 こずえ２３
当選３，２４８　　無 所 属三遊亭　らん丈２４
当選３，２３６．４４４自由民主党渋 谷　 佳 久２５
当選３，０９７　　無 所 属若林　あきよし２６
当選３，０１６　　民 主 党井 上　 正 行２７
当選２，９６０　　無 所 属いとう　 泰人２８
当選２，８９８．８４０日本共産党佐藤　 よう子２９
当選２，８０７　　無 所 属中 山　 勝 子３０
当選２，７８７　　日本共産党細野　りゅう子３１
当選２，５２９　　自由民主党黒 木　 一 文３２

結果得票数党　派候補者名順
位

当選２，２５６　　無 所 属斉藤　ゆうぜん３３
当選２，２４９　　無 所 属いわせ　 和子３４
当選２，１０９　　無 所 属金子　ひろのり３５
当選２，０８８　　民 主 党かわべ　康太郎３６

２，０１３　　無 所 属松岡　 みゆき３７
１，７３８　　民 主 党ち だ　 伸 也３８
１，６７９　　無 所 属弥 吉　 み ち３９
１，６２４．６１５無 所 属吉 田　 稔４０
１，４０９　　無 所 属高田　 ひろき４１
１，１８９．２２９無 所 属石 井　 恵 子４２
１，１８８　　無 所 属宮本　 きよし４３
  ６８７．１６６無 所 属田中　 よねじ４４
  ５４３　　無 所 属ふ じ い　 健４５
  ２９４　　無 所 属すどう　 英雄４６
  １５８．３１８無 所 属佐 藤　 勇４７

小数点以下の得票数は『あん分票』です。あん分とは、「佐藤（３人）」、「渋谷（２人）」、「田中（２人）」、「よしだ（吉田・�田）（２人）」、「けいこ（恵子
・けい子）（２人）」、「まさと（勝斗・正人）（２人）」のように同じ氏や名を持つ候補者が複数いる場合に、氏や名のみ記載された投票をその候補者の有効票の割合
に応じて分けることで、例えば、候補者町田太郎さんと町田花子さんが７００票と３００票だった場合には「町田」とだけ書かれた１票は０．７００票と０．３００票にあん分されます。
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多摩丘陵の自然入門
　多摩丘陵の自然に親しみ、自然保護の実情を知っていただく講座です。
市内の自然保護団体の協力を受け、それぞれのフィールドにおける体験実
習や自然観察を行うことにより、自然を楽しみ、自然環境保全の認識を高
めていただくことをねらいとしています。
○時間：室内講義（森野分庁舎）は午後６時～８時３０分、野外は午前１０時
～午後３時（例外あり）

講　師テーマ内容・会場期　日
慶應義塾大学教授・岸
由二氏

オリエンテーションと講義「多摩丘陵の
自然」　　　　　森野分庁舎４階会議室４／１７（月）

町田かたかごの森を守
る会・岸ヨネ子氏、柴
田規夫氏

自然保護の考え方と実施活動について～
かたくりの保護管理について～
　　　　　町田かたかごの森・横峰谷戸

５／１４（日）

成瀬の自然を守る会・塚
本誠子氏、高橋多枝子氏

町田・横浜の市境に残る尾根緑地の保全～
市民がかかわる地域の自然～　　成瀬尾根５／２８（日）

野津田・雑木林の会・
内野秀重氏

原っぱと雑木林がつくりだすフィールド
ミュージアム～野津田公園の里山環境を
体験する～　　　　　　　　野津田公園

６／４（日）

町田の尾根・谷戸に親
しむ会・木村博治氏

湧水・自然環境をいかし、自然観察を目
的とした公園を見るとともに土壌生物の
観察と調査を行う　　　　　　忠生公園

６／２５（日）

町田市環境・産業部北部丘陵
整備課職員・各市民団体代表

講義「農とみどりのふるさとづくり」とグループ
ディスカッション　　　　森野分庁舎４階会議室７／２０（木）

多摩丘陵の自然をまもる
市民の会・粟飯原一郎氏

境川源流域の水生生物の観察をとおして自然
環境を考える　　大地沢青少年センター周辺９／１０（日）

鶴見川源流自然の会・
岸由二氏

鶴見川源流・泉のひろばの自然回復を学
ぶ　　　　　　　鶴見川源流泉のひろば９／２４（日）

かしの木山自然公園愛
護会樹木野草部・昆虫
部・野鳥部の部員一同

まるごと楽しむ、秋のかしの木山 
　　　　　　　　　かしの木山自然公園１０／２２（日）

鶴川自然友の会・中野
進氏

小野路地域での自然観察と保全地域の管
理の方法について　　　　　小野路地域１０／２９（日）

恩田川の会・深見幹朗
氏

恩田川流域の生きもののにぎわいにふれ
る　芹ヶ谷公園～高瀬橋の親水広場～高
ヶ坂松葉調整池

１１／１９（日）

梅木窪の会・西池淳一氏多摩丘陵・谷戸山の自然にふれる 
　　　　　　　　　　　都立小山田緑地１１／２６（日）

各市民団体代表講座のまとめ・閉講式
　　　　　　　　森野分庁舎４階会議室１２／４（月）

「町田の郷土史Ⅰ」縄文から幕末まで

　町田の歴史を学ぶための入門的な講座です。郷土史のあらましを知る上
で縄文から幕末まで、必要な事柄を時代をおって学習していきます。
○時間：午後６時３０分～午後８時３０分（例外あり）○会場：森野分庁舎４
階会議室

講　師テーマ・内容期　日
小島資料館館長・小島
政孝氏

開講式・オリエンテーション・自己紹介 
基調講義「町田市の特徴－どんなまちか！？」４／２０（木）

町田市社会教育課職員
（学芸員）

地中の文化財を掘る 
－縄文・弥生時代のくらし－４／２７（木）

町田地方史研究会会員
・飯田俊郎氏

古代の町田 
－流れ込む文化と生産－５／１１（木）

町田市社会教育課職員
（学芸員）、小島資料
館館長・小島政孝氏

【バス見学】 
「目で確かめる町田の歴史」 
－田端環状積石遺構ほか－

５／１４（日）

町田市文化財保護審議
会委員・薄井清氏

鎌倉時代の町田 
－小山田氏の興亡と土着農民－５／２５（木）

元まちだ史考会会長・
金井和夫氏

室町時代の町田－小山田１号遺跡・能ヶ
谷古銭は何を語るのか－６／１（木）

町田市文化財保護審議
会委員・井上恭一氏

戦国時代の町田 
－古記録を通してみる人々のくらし－６／８（木）

法政大学非常勤講師・
岩橋清美氏

江戸時代の町田の農民 
－生活と暮らしぶり－６／１５（木）

町田地方史研究会会員
・飯田俊郎氏

江戸時代の村の女性 
－小島日記に描かれた女たち－６／２２（木）

小山まほろば会会長・
内田征一氏

江戸後期の村のくらし 
－小山村、「玉利軒日記」より－６／２９（木）

小島資料館館長・小島
政孝氏幕末動乱の中の町田－黒船来航・新選組－７／６（木）

プログラム委員・飯田俊
郎氏、薄井清氏、金井和
夫氏、小島政孝氏、鶴巻
孝雄氏、森山兼光氏

最終回・講座を終えて 
受講生同士のグループディスカッション、
発表閉講式

７／１３（木）

「心と体の元気学」さあ始めよう、楽しい健康づくり

　健康な身体づくりの基本的な知識や技法を学び、レクリエーションスポ
ーツを通して、受講生どうし交流を図ります。運動が苦手な方でも楽しめ、
元気が出る講座です。 
○時間：午前９時３０分～午前１１時３０分○会場：町田市立総合体育館（南成
瀬）小体育室

講　師テーマ・内容期　日
日本体育大学助教授・
野村一路氏

レクリエーションスポーツ　コミュニケーシ
ョンワークで笑いがはじける２時間です。４／２２（土）

日本健美操指導者・藤
井由美氏

健美操　中国の健康法に基づいた呼吸法
とゆるやかな運動。ツボも学びます。４／２９（祝）

心と体の元気学スタッ
フ

健康ウォーキング（雨天時：室内で実
施）成瀬周辺を元気に無理をせず、楽し
くウォーキングしましょう。

５／１３（土）

気功・太極拳指導者・
松矢好布氏

やさしく楽しい気功・太極拳Ⅰ　気功、
太極拳を楽しく体験しましょう。５／２０（土）

気功・太極拳指導者・
松矢好布氏

やさしく楽しい気功・太極拳Ⅱ　気功、
太極拳をもっと楽しみましょう。６／３（土）

國學院大學名誉教授・
吉田健一氏

スロートレーニング　生活にメリットを
もたらすストレッチング、健康・体力づ
くりを学びます。

６／１０（土）

町田市リズム運動サー
クル代表・伊藤啓子氏

リズム運動　リズムに合わせて楽しく動きま
す。無理なくゆったりとそして軽やかに…。６／１７（土）

カローリング協会公認
講師・北村茂氏

カローリング　氷上のカーリングから考
案されたスポーツを楽しみましょう。６／２４（土）

大和市阿波踊り実行委
員・流石香織氏

阿波踊り①　初めて阿波踊りをする方の基礎
講座で「男踊り」「女踊り」を学びます。７／１（土）

大和市阿波踊り実行委
員・流石香織氏

阿波踊り②　楽しく踊ろう！「かけ声」
かけて、心も身体も元気よく。７／８（土）

「町田の環境・参加体験講座」ここからはじめるボランティア

　地域における環境改善の取り組みをしているボランティア団体の活動を
実際に体験したり、リサイクル事業・施設の見学をしたりする講座です。
○時間：午前１０時～１２時（最終回は午後６時～８時３０分その他、例外あり）
○会場：それぞれの活動場所（初回・最終回は森野分庁舎４階会議室）

講師・指導団体テーマ・内容期　日

和光大学助教授・堂前
雅史氏

オリエンテーション・自己紹介 
基調講義「ここからはじめる環境ボラン
ティア」

５／１３（土）

慶應義塾大学教授・岸
由二氏、境川クリーン
アップ作戦実行委員長
・鈴木五郎氏ほか

バスツアー（町田の環境を考えるポイン
ト巡り）－城山展望台～中島牧場～東京
みるく工房ピュア～境川源流（大地沢青
少年センター）～忠生公園ー

５／２０（土）

鶴見川源流自然の会鶴見川源流のビオトープ管理 
（環境市民活動への参加）５／２８（日）

町田ポイ捨て防止推進
委員

「ポイ捨てパトロール」への参加 
（「美化推進指導員」活動の体験）６／３（土）

エコネット町田真光寺
川部会

真光寺川開戸親水附近の環境調査 
（環境市民活動への参加）６／１１（日）

町田市清掃事業部職員町田リサイクル文化センター見学 
（町田市のごみ処理の現状を知る）６／１７（土）

ＮＰＯ法人鶴見川源流
ネットワーク

鶴見川源流の雑木林再生・管理 
（市民環境活動への参加）６／２５（日）

きつねくぼ緑地愛護会緑地管理作業の体験（環境市民活動への参加）７／１（土）

みどりのＨＡＴＳ金森峯山緑地における雑木林の管理 
（環境市民活動への参加）７／９（日）

町田市下水道部職員下水処理場の見学（町田の下水処理の現
状を知る）７／１５（土）

和光大学助教授・堂前
雅史氏

最終回（学習のまとめ） 
学習の成果や感想、今後の活動等を語り合う７／２２（土）

「人間関係学」－人間関係の多様性を考える－
　現代社会における人間関係の多様性を様々な場面で見つめ、個としてお
互いを認め合い、地域で自分らしい生き方と人間関係について学びます。
○時間：午後６時３０分～午後８時３０分（例外あり）○会場：森野分庁舎４階会議室

講　師テーマ・内容期　日
東京大学教授・汐見稔
幸氏

オリエンテーション　現代社会と人間関
係－温かく柔らかい関係性を求めて－４／２１（金）

ビデオ「あかね色の空を見たよ」鑑賞・
自己紹介４／２８（金）

弁護士、ＮＰＯ法人カ
リヨン子どもセンター
理事長・坪井節子氏

子どもの心の傷と人間関係 
－いじめ・少年犯罪／児童虐待－５／１２（金）

ＮＰＯ法人文化学習協同ネ
ットワーク代表、不登校の
子どものための居場所コス
モ主宰・佐藤洋作氏

若者の現状と未来５／１９（金）

津田塾、一橋大学講師
・村瀬幸浩氏性の多様性－その人らしく生きる－５／２６（金）

弁護士・中野麻美氏不安定化する労働事情－働くことと人間関係－６／２（金）
神奈川大学助教授・星
野澄子氏

家族と労働の調和
－晩婚化・非婚化・少子化とのかかわりで－６／９（金）

作家・佐江衆一氏老い方を考える６／２３（金）
横浜・寿識字学校主宰
・大沢敏郎氏

識字学級から人間関係を問い直す 
－格差社会を超えて－６／３０（金）

「フリースペースつくし
んぼ」山下久仁明氏、
「たぬき山」大野浩子氏

町田でゆたかな人間関係をつくる ７／７（金）

フリーライター・青木悦氏本当の人間関係とは？－トラブルを恐れないで－７／１４（金）

「まちだ市民国際学」今日のインドを知る
　これまで停滞と貧困が主要なイメージであったが、最近ＩＴ産業を軸に
急速な経済成長を続け、世界的に注目されているインドに多角的に切り込
み、多様性に彩られた巨象、インドについて学びます。
○時間：午後７時～午後９時（例外あり）○会場：森野分庁舎４階会議室

講　師テーマ・内容期　日
元桜美林大学教授・荒
木重雄氏

オリエンテーション　今、インドを見る
視点－変わるインド・変わらぬインド－４／２５（火）

日本貿易振興機構・アジア
経済研究所研究企画部研究
企画課長・内川秀二氏

インドの経済とビジネス 
－課題と展望－５／９（火）

恵泉女学園大学教授・
大橋正明氏

変貌する農村社会 
－緑の革命と白い革命、カースト問題－５／１６（火）

朝日新聞外報部前ニューデ
リー支局長・竹内幸史氏

変貌する都市 
－貧困、スラム、環境問題－５／２３（火）

日本学術振興会特別研究員京
都大学研修員・中島岳志氏

インドの政治状況 
－ヒンドゥーナショナリズムと民主主義－５／３０（火）

アジア映画研究者・松
岡環氏

映画大国インドが発信するもの－ボリウッド
・コリウッド・トリウッドの歴史と現在－６／６（火）

元桜美林大学教授・荒
木重雄氏ヒンドゥー教とガンディー思想６／１３（火）

明治学院大学教授・竹
中千春氏

インドの民主主義は平和をつくるか 
－核・カシミール・対テロ戦争－６／２０（火）

大東文化大学教授・井
上貴子氏

インド神話と芸能 
－神々を演じ続ける人々－６／２７（火）

町田市近隣に在住のイ
ンド人の方々町田に暮らすインド人の方々７／４（火）

帝京大学・短期大学助
教授・鳥居千代香氏インドの女性と結婚７／１１（火）

恵泉女学園大学教授・
大橋正明氏

まとめグローバル化の中のインド 
－日印関係を含めて－７／１８（火）

まちだの福祉

　市内福祉施設での体験学習や合同講義等を通して町田の福祉を理解し、ボラン
ティア活動が身近なものとして捉えられるように学習の機会を設けました。

全コース共通プログラム（時間：午後２時～４時３０分）
合同講義４【公開講座】 
『障がい者が地域で生きる～就労
を中心にして～』・町田市障がい
者就労・生活支援センター「らい
む」センター長・天野貴彦氏・町
田市内にお住まいの身体／知的／
精神障害をお持ちの方

１１／１１
（土）

開講式・合同講義１ 
『町田の福祉のこれまでとこ
れから』講師：町田市健康福
祉部長

４／２２
（土） 

福祉活動見学 
（障がい者青年学級・共働学
舎・ケアセンター成瀬・介護
支援アクティブ）

１１月

合同講義２【公開講座】 
「高齢者について『在宅生活はど
こまで可能か』」・町田市社会福
祉協議会在宅支援担当主幹・西潟
正明氏・ＮＰＯ法人「アットホー
ム」代表・伊東和慶氏・デイサー
ビス「いろり」介護スタッフ・藤
巻小夏氏 

５／１３
（土） 

合同体験発表会・閉講式
助言者：プログラム委員

１２／９
（土）

合同講義３【公開講座】 
『障がい者を理解し共に生き
る』講師：國學院大學教授・
柴田保之氏

５／２７
（土）

障がい者福祉施設（時間：午前９時～正午　例外あり）

③大賀藕絲館コース（隔週木曜日）①花の郷コース（隔週火曜日）
施設の概要説明・見学、糸撚
り

６／８
（木）

施設の概要説明など、車椅子
体験

６／６
（火）

紅花収穫・紅花染料づくり６／２２
（木）

「みらい」（更生施設）にて
読み聞かせ（朗読）

６／２０
（火）

製品づくり「柿のお手玉」７／２７
（木）

「であい」（授産施設）にて
利用者と共に園芸作業

７／４
（火）

製品づくり「ぼんぼり根付け」
＊昼食時ソーメン流し（自由
参加）

８／１０
（木）

「みらい」にて利用者と共に
外出（買い物）

７／１８
（火）

蓮田で蓮の刈りとり９／１４
（木）

「であい」にて利用者と共に
クッキー作り

９／５
（火）

蓮の繊維とり９／２８
（木）

「みらい」にてムーブメント
（エアトランポリンを使って）

９／１９
（火）

製品づくり「なかよしうさぎ」１０／１２
（木）

「であい」にて利用者と共に
草木染め作業

１０／３
（火）

製品づくり「柿のお手玉」など
講座のまとめ

１０／２６
（木）

「みらい」にて利用者と共に
蒸しパンづくり

１０／１７
（火）
高齢者福祉施設（時間：②午後１時３０分～４時３０分④午後１時～４時　例外あり）

④悠々園コース（隔週金曜日）②清風園コース（隔週火曜日）

施設の概要説明・見学（講義）６／９
（金）施設の概要説明、見学６／１３

（火）
車椅子体験・シニア体験、高齢
者・障がい者の理解（講義）

６／２３
（金）要介護高齢者体験、昼食体験６／２７

（火）
特養入居者とのふれあい、夏
祭り打ち合わせ

７／１４
（金）

特別養護老人ホームの説明と
入居者との交流

７／１１
（火）

悠々園夏祭り参加（露店出店）７／２９
（土）

認知症高齢者の理解と対応に
ついて

７／２５
（火）

軽作業（手芸など）を通したデ
イサービス利用者とのふれあい

９／８
（金）「清風祭」行事手伝い９／１７

（日）

敬老会参加９／１８
（祝）ボランティア交流会へ参加９／２６

（火）
風船バレーボール大会参加
（付き添い）

１０／５
（木）

外出付添または入居者との交
流

１０／１０
（火）

特養入居者とのふれあい・デイ
サービス利用者とのふれあい

１０／２０
（金）

外出付添または入居者との交
流、講座のまとめ

１０／２４
（火）

陶芸入門講座
　初心者を対象に創作の喜びと楽しみを味わいながら、粘土を練ることから始め、ひ
も作りやタタラ作りなどの基本的な技法を学び、陶芸の工程を一貫して学びます。
○時間：午後１時３０分～（２時間程度）○会場：「陶芸スタジオ」（町田
市下小山田町４０１６番地）○講師：森崎達郎

テ　ー　マ期　日
開講、皿４／１９（水）
壷４／２６（水）
抹茶々碗（その１）５／１０（水）
抹茶々碗（その２）５／１７（水）
練り込み鉢５／３１（水）
電動ロクロ（その１）６／７（水）
電動ロクロ（その２）６／１４（水）
自由制作６／２８（水）
窯出し、鑑賞・講評、閉講７／２６（水）

電動ロクロ入門講座
　初心者を対象に、電動ロクロの初歩的な技法を、粘土を練ることから始め、成
形、削り、釉薬掛けから窯出しまでの工程を体験します。また、「陶器のリサイ
クル」を取り入れ、環境に配慮した創作活動について学習します。
○時間：午後１時３０分～（２時間半程度）○会場：「陶芸スタジオ」（町
田市下小山田町４０１６番地）○講師：安諸一朗

テ　ー　マ期　日
開講、小鉢の制作４／２２（土）
片口の制作５／１３（土）
片口の高台削り５／２０（土）
茶碗の制作５／２７（土）
茶碗の高台削り６／３（土）
自由制作６／１０（土）
自由制作の削り６／１７（土）
茶碗と自由制作の釉薬掛け（下絵付け）７／８（土）
茶碗と自由制作の窯出し、閉講７／１５（土）
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33月月2266日日・・44月月22日日

日日曜曜窓窓口口をを開開設設ししまますす
　３月・４月は、転入・転出に伴う手続きのため、市役所の利用者が急
増します。平日に来られない方の利用と混雑緩和のため、下記の日曜日
に転入・転出等の手続きの窓口を開設します。
○開設日時　３月２６日（日）、４月２日（日）午前８時３０分～午後５時
○場所　市役所本庁舎１階市民課窓口ほか関係各課
※各市民センターでは開所しておりません。
　取扱い業務は下表のとおりです。

市民課取扱い業務

問い合わせ担　当　課業　　務　　内　　容

11７２４・２１２３市 民 課

転入・転出・転居等の住民異動手続き
及び証明書の発行

印鑑登録及び証明書の発行

戸籍の届出（他の区市町村に本籍のあ
る方は受付のみ）及び証明書の発行

外国人登録に関する事務

住民異動手続きに関連した次の業務も各担当課で取り扱います

問い合わせ担　当　課業　　務　　内　　容

11７２４・２１２４国保年金課国民健康保険の加入及び脱退手続き

11７２４・２１４３
子ども総務課

乳幼児医療の受付

11７２４・２１３９児童手当の受付

11７２４・２１３７子育て支援課保育園入所申請の受付

11７２４・２１４４高齢者医療課老人医療証をお持ちの方の手続き

11７２４・２１４１高齢者福祉課３月２６日＝介護保険の相談
４月２日＝介護保険の資格者証の発行事務

11７２４・２１４８障がい福祉課障害者手帳に関する手続き

11７２４・２１７６学 務 課市立小・中学校の転入学の事務

11７２４・２８７４市 民 税 課
市・都民税　課税・非課税証明書の発行

原付バイク等の手続き
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す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
や
電

話
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ド
が
以
下
の
よ
う
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
変
更

後
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ド
で
予
約
入
力
し

て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

○
変
更
日
時　

２
０
０
６
年
４
月
１
日

☆
４
月
１
日
か
ら
の
注
意
点

　●
 

変
更
が
な
い
既
存
の
利
用
目
的
コ
ー

ド
は
４
月
以
降
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
。

　●
 

廃
止
す
る
利
用
目
的
（「　

ダ
ン
ス
」

０２

「　

音
楽
」「　

舞
踊
」「　

上
映
」
）

０３

０７

１６

に
つ
い
て
は
、
利
用
目
的
コ
ー
ド
も
廃

止
と
な
り
欠
番
に
な
り
ま
す
。

　●
 

４
月
1
日
か
ら
新
し
く
追
加
す
る
利

用
目
的
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
コ
ー
ド

番
号
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

☆４月１日からの変更点
　□「音楽」　　　　　→　既存の「琴・三味線」以外に、「太鼓

・打楽器」「バンド演奏」「音楽（楽
器）」と「音楽（歌）」を追加。

　□「ダンス」「舞踊」→　「社交ダンス」「日本舞踊」「その他
のダンス・舞踊」に変更。

　□「会議・講習」　　→　講演会や上映会といった形式について
は「講演会・講習会・上映会」とし、
ホールを利用できるようにする。

　□「油絵」を追加
　□「華道・盆栽」を追加

①インターネット画面の変更
（現在）　　　　は２００６年４月１日から廃止になる利用目的

創作音楽ダンス会議・講習
軽スポーツ舞踊軽体操書道・絵画
囲碁・将棋・
室内ゲーム　琴・三味線俳句・短歌調理

上映演劇育児茶道

《変更後》　　　　　は２００６年４月 1日から新しくできる利用目的
社交ダンス太鼓・打楽器書道・絵画会議・講習

日本舞踊バンド演奏華道・盆栽講演会・講習会
・上映会　　　

その他のダンス
・舞踊琴・三味線茶道俳句・短歌

軽体操音楽（楽器）創作囲碁・将棋・
室内ゲーム　

軽スポーツ音楽（歌）油絵調理
育児演劇

②電話サービスコード一覧表の変更
（現在）　　　　は２００６年４月１日から廃止になる利用目的

利　用　目　的　コ　ー　ド
１６１５１４１３１２１１１００９０８０７０６０５０４０３０２０１
上
映
（
廃
止
）

演
劇

育
児

茶
道

囲
碁
・
将
棋
・

室
内
ゲ
ー
ム

琴
・
三
味
線

俳
句
・
短
歌

調
理

軽
ス
ポ
ー
ツ

舞
踊
（
廃
止
）

軽
体
操

書
道
・
絵
画

創
作

音
楽
（
廃
止
）

ダ
ン
ス（
廃
止
）

会
議
・
講
習

《変更後》　　　　　は２００６年４月 1日から新しくできる利用目的
利　用　目　的　コ　ー　ド

０８０６２６２５２４２３２２１１２１２０１４１９０４１３１８０５１５０９１２１０１７０１
軽
ス
ポ
ー
ツ

軽
体
操

そ
の
他
の
ダ
ン

ス
・
舞
踊

日
本
舞
踊

社
交
ダ
ン
ス

音
楽
（
歌
）

音
楽
（
楽
器
）

琴
・
三
味
線

バ
ン
ド
演
奏

太
鼓
・
打
楽
器

育
児

油
絵

創
作

茶
道

華
道
・
盆
栽

書
道
・
絵
画

演
劇

調
理

囲
碁
・
将
棋
・

室
内
ゲ
ー
ム

俳
句
・
短
歌

講
演
会
・
講
習

会
・
上
映
会

会
議
・
講
習

各施設お問い合わせ先
11０４２・７９１・２８０２忠生市民センター

11０４２・７３５・５７０４鶴川市民センター

11０４２・７９５・３１６５南市民センター

11０４２・７２４・２５１１なるせ駅前市民センター

11０４２・７７４・０００３堺市民センター

11０４２・７９８・１９２７小山市民センター

11０４２・７３２・９３７２玉川学園文化センター

11０４２・７９３・３０３０木曽山崎センター

11０４２・７２７・０７３１成瀬センター

11０４２・７９６・１９５５つくし野センター

11０４２・７２５・４９３９木曽森野センター

11０４４・９８７・１９５１三輪センター

11０４２・７２３・２８８８町田市民フォーラム

11０４２・７２８・００７１まちだ中央公民館

 ４ 月１日から４月１日から 

町田市施設案内予約システム
集会・学習施設ネットまちだ

「「利利用用目目的的」」をを変変更更ししまますす



２００６．　．　 （　）３ １１ ５

11
７
２
４
・
５
６
５
６

電
話
で
お
答
え
し
ま
す

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、
今
年
度
策
定
を
進
め
て
き

た
「
町
田
市
サ
イ
ン
基
本
計
画
」
の
成

果
を
、
今
年
度
中
に
「
町
田
市
サ
イ
ン

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

　

「
町
田
市
サ
イ
ン
基
本
計
画
」
は
、

市
民
や
来
訪
者
に
対
し
、
公
共
施
設
ま

で
の
経
路
や
防
災
等
の
情
報
を
分
か
り

や
す
く
提
供
す
る
た
め
の
案
内
標
識

（
公
共
サ
イ
ン
）
の
整
備
に
つ
い
て
、

町
田
市
全
域
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な

計
画
を
示
す
も
の
で
、
「
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
公
共

サ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
く
際
の
具
体
的

な
表
示
方
法
、
本
体
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
つ
い
て
の
約
束
ご
と
を
解
説
す
る
も

「
町
田
市
サ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

ま
と
め
て
い
ま
す

就
職
、
退
職
等
に
と
も
な
う

国

民

年

金

の

手
続
き
に
つ
い
て

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
ば
あ
ん
」
及
び

「
つ
る
っ
こ
」
が
建
設
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
を
学
ぶ
、
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２５

１０

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園
１
階
ホ
ー
ル

（
町
田
消
防
署
忠
生
出
張
所
う
ら
、
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
留
所
は
神
奈
中
バ

ス
「
Ｊ
Ａ
忠
生
支
店
前
」
（
徒
歩
３

分
）、
「
上
宿
」
（
徒
歩
８
分
）、
「
忠

生
３
丁
目
」
（
徒
歩
８
分
）
で
す
。

○
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２ （
仮
）
忠
生
地
区
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建

設
に
む
け
て

地

域

懇

談

会

　

近
い
将
来
に
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い

る
東
海
地
震
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
よ
い

か
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ガ
ス
が
止
ま
っ
た
時
を
想
定
し
、
身

近
な
も
の
で
簡
易
コ
ン
ロ
を
作
り
ま

す
。
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
後
２
時

１９

〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
３
階

○
定
員　
　

人
４０

○
申
込
み　

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
時
に
役
立
つ

簡
易
コ
ン
ロ
作
り

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２６

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
飼
い
主
に
な
る
た
め
に
は
次
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す　

①
自
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
犬
・
猫
を

飼
育
し
て
よ
い
場
所
で
あ
る
こ
と
②
家

族
全
員
が
飼
育
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い

る
こ
と
③
猫
に
つ
い
て
は
屋
内
飼
育
を

す
る
こ
と
④
必
ず
繁
殖
制
限
手
術
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
（
引
き
渡
し
前

に
繁
殖
制
限
手
術
を
行
い
費
用
を
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
⑤
飼
育
基
準

を
遵
守
し
、
終
生
愛
情
を
持
っ
て
飼
育

し
続
け
ら
れ
る
こ
と
⑥
猫
に
つ
い
て
は

３
種
混
合
、
犬
に
つ
い
て
は
７
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
（
ワ
ク
チ
ン
は
事
前
に
接
種

し
て
あ
り
ま
す
）
⑦
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

※
当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
そ
の
動
物
と
の
適
性

も
含
め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま

す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
健
康
診
断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

【
地
域
通
貨
ｈ
ａ
ｎ
ａ
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
寄
与－

ま
ち
（
商
店
街
）
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

助
け
合
い
】

　

「
町
田
市
地
域
通
貨
モ
デ
ル
実
験
事

業
」
が
２
０
０
５
年
８
月
１
日
〜　

月
１１

　

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報

１５告
会
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１８

か
ら

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階

第
２
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

○
内
容
・
講
師　

基
調
講
演
＝
経
済
評

論
家
・
森
野
栄
一
氏
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
＝
専
修
大
学
講
師
・
泉
留
維
氏
、
報

告
者
＝
ま
ち
だ
地
域
通
貨
事
業
推
進
協

議
会
代
表
・
土
方
隆
司
氏
、
ま
ち
だ
大

福
帳
代
表
・
今
井
啓
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

６０

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
ぽ

っ
ぽ
町
田
１
階
地
域
通
貨
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
11
７
２
３
・
８
７
６
３
）
へ
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
８

町
田
市
地
域
通
貨
事
業

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

　

１
年
間
ひ
な
た
村
で
演
劇
を
勉
強
し

て
き
た
皆
さ
ん
が
そ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
ひ
な
た
村
劇
団
も
応
援
出
演
し

ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１８

開
場
、
２
時　

分
開
演
▽　

日
（
日
）

３０

１９

午
後
１
時　

分
開
場
、
２
時
開
演

３０

○
会
場　

ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

○
内
容　

高
垣
葵
作
・
演
出
「
青
鞜
の

女
た
ち
」
（
２
幕
）
＝
平
塚
ら
い
て
う

を
中
心
に
し
た
「
青
鞜
社
」
の
女
性
た

ち
の
活
躍
と
挫
折
を
描
き
ま
す
。
新
し

い
思
想
と
理
念
を
抱
く
女
性
た
ち
は
、

時
代
を
先
ど
り
し
す
ぎ
て
、
受
け
容
れ

ら
れ
な
か
っ
た
…
。

○
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

卒

業

公

演

【
版
で
遊
ぼ
う
！
　

第
１
回
銅
版
画
一

日
教
室　

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
】

　

い
く
つ
か
あ
る
銅
版
画
技
法
の
中
か

ら
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
方
法
で
手

軽
に
銅
版
画
を
楽
し
ん
で
み
ま
す
。
材

料
・
用
具
な
ど
は
美
術
館
で
用
意
し
ま

す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１５

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
の
銅
版
画
（
約　
　

×

１５
cm

　
　

）

２０
cm

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座

名
・
開
催
日
時
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行

に
必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
３
月　

日
ま
で
（
必
着
）

２１

国
際
版
画
美
術
館

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

さ
だ
ま
さ
し
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

さ
だ
ま
さ
し
の
楽
し
い
ト

ー
ク
と
弾
き
語
り
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

〈
代
表
曲
〉

　

精
霊
流
し
、
関
白
宣
言
、

秋
桜　

ほ
か

６
月
５
日
（
月
）

午
後
６
時
開
演

６
６
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

ボ
リ
シ
ョ
イ
の
華

　

世
界
の
音
楽
界
を
代
表
す
る
ボ
リ
シ

ョ
イ
劇
場
か
ら
音
楽
の
使
者
た
ち
が
や

っ
て
き
ま
す
。
男
・
女
の
歌
手
と
バ
レ

エ
・
ダ
ン
サ
ー
が
公
演
の
彩
を
添
え
、

優
雅
で
気
品
に
満
ち
た
演
奏
を
、
あ
で

や
か
な
往
時
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
衣
装
を

身
に
ま
と
い
お
届
け
し
ま
す
。

〈
予
定
曲
目
〉

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
…
三
大
バ
レ
エ
よ

り
、
ビ
ゼ
ー
…
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
よ

り
ハ
バ
ネ
ラ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
歌
劇

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
恋
と
は
ど

ん
な
も
の
か
し
ら
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
…
歌

劇
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
よ
り
誰
も

寝
て
は
な
ら
ぬ　

ほ
か

※
曲
目
、
曲
順
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

い
。

７
月　

日
（
金
）

１４

午
後
６
時　

分
開
演

３０

Ｓ
席
５
０
０
０
円

Ａ
席
４
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
３
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

【
３
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１４

３０

予
約
受
付
開
始
】

〜
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場

　
　
　

シ
ス
テ
ッ
ト
〜

　

当
館
で
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
て
い

る
恒
例
の
「
ツ
バ
キ
展
」
を
日
本
ツ

バ
キ
協
会
町
田
支
部
・
椿
遊
会
の
ご

協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
会
場
で

は
春
に
咲
く
ツ
バ
キ
の
生
け
花
・
鉢

植
え
の
展
示
の
ほ
か
、
ツ
バ
キ
愛
好

家
の
方
々
が
、
育
成
に
関
し
て
な
ど

ツ
バ
キ
の
ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま

す
。
苗
木
、
関
係
書
籍
の
販
売
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ツ
バ
キ
の
鑑

賞
・
栽
培
に
広
く
お
役
立
て
下
さ

い
。
ま
た
、
出
品
団
体
の
ご
協
力
に

よ
り
、
抽
選
で
毎
日
１
人
の
方
に
ツ

バ
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

展
示
期
間
中
は
、
秋
山
庄
太
郎
氏
の

作
品
展
「
つ
ば
き
」
が
開
催
中
で
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

○
期
間　

３
月　

日
（
金
）
〜　

日

１７

１９

（
日
）

○
会
場　

同
館
企
画
・
市
民
展
示
室

※
ツ
バ
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
を
、
各

日
午
後
３
時　

分
に
展
示
会
場
で
行
い

３０

ま
す
。

　

日
本
国
内
に
居
住
す
る　

歳
〜　

歳

２０

６０

の
方
は
何
ら
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
職
、
退
職
等

に
よ
り
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
る

方
は
必
要
な
手
続
き
を
ご
確
認
下
さ

い
。

【
会
社
等
に
就
職
し
た
と
き
】

　

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
方
は
、
国
民

年
金
を
や
め
る
手
続
き
は
不
要
で
す
。

の
で
す
。

　

市
で
は
今
後
、
町
田
駅
前
中
心
市
街

地
に
お
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

実
際
の
配
置
計
画
を
進
め
、
平
成　

年
１９

度
以
降
に
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。

□問
 

建
設
総
務
課
11
７
２
４
・
１
１
２
４

た
だ
し
、
共
済
年
金
に
加
入
す
る
方
は

国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
勤
務
先
で
発
行
さ
れ
た
保

険
証
等
を
お
持
ち
下
さ
い
。

【
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き
】

　

退
職
す
る
方
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
被
扶
養
配
偶
者
の
い
る
方
は
、
そ

の
方
の
手
続
き
も
必
要
で
す
の
で
、
ご

自
身
が　

歳
以
上
で
も
配
偶
者
が　

歳

６０

６０

未
満
の
と
き
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。
手

続
き
に
は
年
金
手
帳
と
退
職
日
の
わ
か

る
も
の
（
離
職
票
な
ど
）
が
必
要
で

す
。

【
転
職
し
た
と
き
】

　

退
職
日
の
翌
日
に
次
の
会
社
等
に
就

職
す
る
場
合
に
は
国
民
年
金
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
と
次
の
就

職
に
期
間
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
期

間
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
４
月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
下

さ
い
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
７

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

に
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11

２８

７
２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
の

方
及
び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な

い
方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
係
（
11
７
２

５
・
４
４
６
５
）
へ
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

ひ
な
た
村
「
初
心
者
演
劇
教
室
」

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」

秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ�

1
７
３
６
・
８
２
８
１�

第第

回回

ツツ

ババ

キキ

展展

３３６６

２００６．　．　（　） ３ １１４

11
７
２
４
・
５
６
５
６

皆
さ
ん
の
質
問
に

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

予
防
接
種

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦

覧

は

４

月

か

ら

　

平
成　

年
度
の
土
地
・
家
屋
の
固
定

１８

資
産
税
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
に
つ
い

て
、
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
縦
覧

帳
簿
が
４
月
３
日
か
ら
ご
覧
（
縦
覧
）

い
た
だ
け
ま
す
。

　

縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
土
地
・
家
屋
に
課
税
さ
れ
て
い
る

方
）
の
皆
さ
ん
が
、
近
隣
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
し
、
自
分
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

検
討
す
る
場
合
、
容
易
に
比
較
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
制
度
で
す
。

　

縦
覧
で
き
る
方
は
、
納
税
者
と
そ
の

代
理
人
で
す
（
納
税
者
と
同
居
し
て
い

る
家
族
及
び
納
税
管
理
人
以
外
の
方
に

つ
い
て
は
、
委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
）
。

　

縦
覧
に
お
い
で
の
際
は
、
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
納
税
通
知

書
、
課
税
資
産
明
細
書
等
、
ま
た
法
人

格
を
有
す
る
自
営
業
の
方
は
、
法
人
と

の
関
係
の
わ
か
る
も
の
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５

月　

日
（
水
）

３１
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
縦
覧
場
所　

資
産
税
課
（
市
役
所
６

階
）

□問
 

資
産
税
課
11
７
２
４
・
２
１
１
６
、

２
１
１
８

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の
予
防

接
種
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

※
７
歳
６
か
月
に
な
る
日
の
前
日
ま
で

に
６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
受
け
て

下
さ
い
。

○
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

　

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日
か

ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田
市
医
師

会
加
入
の
指
定
医
療
機
関
に
お
子
さ
ん

を
お
連
れ
の
う
え
作
成
し
て
も
ら
っ
て

下
さ
い
。
無
料
で
す
。
な
お
、
重
い
病

気
等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
指
定
医

療
機
関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
）
②
予
診
票
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

ポ

リ

オ

③
母
子
健
康
手
帳

 ポリオ集団予防接種日程表 □問 健康課11７２５・５４２２

会　　場２回目１回目

健康福祉会館（原則として住所が原町田・
森野・中町・旭町・玉川学園・南大谷・高
ヶ坂のお子さんが対象です）

７月３日
（月）

４月１０日
（月）

南市民センター７月６日
（木）

４月１１日
（火）

鶴川市民センター（原則として住所が鶴川
・能ヶ谷町・広袴・広袴町・三輪町・三輪
緑山・薬師台のお子さんが対象です）

７月１１日
（火）

４月１２日
（水）

成瀬センター７月１２日
（水）

４月１４日
（金） 堺市民センター

健康福祉会館（原則として住所が原町田・
森野・中町・旭町・玉川学園・南大谷・高
ヶ坂以外のお子さんが対象です）

７月１８日
（火）

４月１７日
（月）

町田リサイクル文化センター

鶴川市民センター（原則として住所が野津
田町・小野路町・金井・金井町・大蔵町・
真光寺・真光寺町のお子さんが対象です）

７月１９日
（水）

４月１９日
（水）

小山市民センター７月２０日
（木）

４月２０日
（木）

なるせ駅前市民センター７月２１日
（金）

４月２１日
（金）

木曽山崎センター７月２４日
（月）

４月２４日
（月）

健康福祉会館７月２５日
（火）

４月２５日
（火）

健康福祉会館７月２７日
（木）

４月２７日
（木）

　

市
で
は
、
下
表
の
保
育
室
と
委
託
契

約
を
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
で
①
両

親
が
共
働
き
、
ま
た
は
自
営
業
の
方
②

家
庭
内
に
病
人
が
あ
り
看
護
が
必
要
な

方
③
出
産
等
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き

な
い
方

○
対
象　

０
歳
〜
２
歳
児

○
申
し
込
み　

直
接
、
各
保
育
室
へ
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

保

育

室

園

児

　

認
証
保
育
所
（
右
下
表
）
は
東
京
都

が
認
証
し
た
保
育
施
設
で
す
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
で
認
可

保
育
所
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
方
な

ど
、
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
保
護
者

○
対
象
児
童　

０
歳
〜
２
歳
児
（
Ｂ

認
証
保
育
所
園
児

保育室一覧表
所　在　地電話（11）定員保育室名

金井５－１－１７３５・２５６７１１人たんぽぽ保育室

木曽町４６５－６７２５・１３７８１２人こざくら保育室

野津田町２６３４
レスポワールＫ２－１０６７３６・６６４８１２人共同保育所

おひさま保育園

認証保育所一覧表

所　在　地電話（11）保育所名

能ヶ谷町９８－２７３４・４６９６大野保育室
Ｂ
型

山崎町１９６７９２・３４４１わんぱく保育室

原町田４－１－１１７２１・１８０８にじいろ保育園
サクセス町田

Ａ
型

南成瀬１－３－５７１０・５１５０都市型保育園
ポポラー東京成瀬園

原町田６－２８－１９７２７・９１８８町田プチ・クレイシュ

鶴間６６１-１
ガーデンセシア
セシアプラザ内２階

７８８・２１０７※ポピンズナーサリー
南町田

能ヶ谷町６６０１２０・　
３１４・６０９※小田急ムック鶴川園

※は４月１日開所予定。

　

忠
生
公
園
の
保
全
整
備
・
行
事
等
へ

の
応
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

１
年
間
を
通
じ
て
活
動
で
き

る
中
学
生
以
上
の
方

○
活
動
内
容
・
日
時　

軽
作
業
＝
毎
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

忠
生
公
園

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
前
９
時

１５

　

分
〜
正
午
（
予
定
）

３０○
会
場　

す
み
れ
会
館
３
階
第
６
会
議

室○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
５
回
町
田
市
福
祉
有
償
運
送

運

営

協

議

会

い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
１
階
検
診
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　

３
人
（
申
し
込
み
順
）

町
田
市
母
子
保
健

連

絡

協

議

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
午
後
３
時

２４

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
小
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

第
２
回
町
田
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

総
合
推
進
条
例
部
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
、
直

接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

２３

か
ら

○
会
場　

中
町
第
三
庁
舎
３
階
第
２
会

議
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市
障
が
い
者
計
画

検

討

委

員

会

　

町
田
市
地
域
福
祉
計
画
は
年
齢
や
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
誰
も
が

地
域
で
く
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
計
画
で
す
。
自
分
の
た
め
だ
け
で

な
く
共
に
く
ら
す
地
域
社
会
の
た
め

に
、
地
域
の
住
民
・
活
動
団
体
・
行
政

等
の
役
割
、
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
町
田
市
地
域
福
祉
計
画
は
市
政

情
報
「
や
ま
び
こ
」
、
福
祉
総
務
課
、

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

町
田
市
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

ご
利
用
下
さ
い

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
・

高
齢
者
火
災
安
全
シ
ス
テ
ム

【
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高

６０
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
慢
性
疾
患

等
に
よ
り
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に

あ
り
、
緊
急
時
外
部
と
の
連
絡
が
取
れ

ず
、
そ
の
時
に
慢
性
疾
患
等
の
た
め
に

早
急
に
医
療
処
置
を
必
要
と
す
る
方
に

対
し
専
用
機
器
を
貸
与
し
、
在
宅
生
活

の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

方
式
は
①
消
防
庁
方
式
②
民
間
方
式

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
①
は
緊
急
時
に

ボ
タ
ン
を
押
す
と
消
防
署
に
連
絡
が
入

り
、
状
況
に
よ
り
緊
急
通
報
協
力
員

（
最
低
１
人
必
要
）
が
駆
け
つ
け
る
と

同
時
に
緊
急
車
両
が
急
行
し
ま
す
。
②

は
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
民
間
受

信
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
入
り
、
近
く
を

走
行
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
が
駆
け
つ
け

る
と
同
時
に
状
況
に
よ
り
緊
急
車
両
が

急
行
し
ま
す
。

　

利
用
に
は
費
用
負
担
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
高
齢
者
火
災
安
全
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高

６０
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
心
身
機
能

の
低
下
や
居
住
環
境
等
か
ら
防
火
の
配

慮
が
必
要
な
方
に
専
用
機
器
を
貸
与
・

給
付
し
、
火
災
に
対
す
る
迅
速
な
消
火

活
動
及
び
救
助
等
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
に
室
内
の
煙
ま
た
は
熱

を
火
災
警
報
器
に
よ
り
感
知
し
、
室
内

と
外
部
に
警
報
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
る
と

同
時
に
、
消
防
署
に
自
動
通
報
し
て
緊

急
車
両
を
呼
び
消
火
活
動
等
を
行
い
、

生
活
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
消
防
庁

方
式
の
緊
急
通
報
事
業
と
の
併
用
利
用

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
装

置
、
電
磁
調
理
器
の
み
の
単
品
給
付
も

あ
り
ま
す
。

　

利
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ
費
用
負
担
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

　

詳
細
は
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
高
齢
者
福
祉
課
（
11
７

２
４
・
２
１
４
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
男

女
平
等
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
援
助
す
る
た
め
に

団
体
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

登
録
し
て
い
る
団
体
も
毎
年
、
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

登
録
・
更
新
の
要
件
は
、
男
女
平
等

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

団
体
登
録
の
新
規
・
更
新
の

手

続

き

に

つ

い

て

推
進
を
活
動
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
に
協
力

で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。

○
受
付
日
時　

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時　

分
〜
正
午
、
午
後
１

３０

時
〜
５
時

※
登
録
・
更
新
の
手
続
き
は
、
必
要
書

類
を
お
持
ち
に
な
り
行
っ
て
下
さ
い
。

※
必
要
書
類
等
、
詳
細
は
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・
２
９
０

８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

型
）
、
０
歳
〜
５
歳
児
（
Ａ
型
）

○
申
し
込
み　

直
接
、
各
施
設
へ
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

第
２
木
曜
日
・
第
３
日
曜
日
、
観
察
会

＝
毎
月
第
１
・
４
日
曜
日
、
午
前
９

時
〜
正
午
（
季
節
に
よ
り
変
更
あ
り
）

○
募
集
人
員　
　

人
４０

○
申
し
込
み　

直
接
忠
生
が
に
や
ら
自

然
館
（
11
７
９
２
・
１
３
２
６
）
へ

（
月
曜
日
休
館
）
。

※
申
し
込
み
し
た
方
を
対
象
に
説
明
会

を
３
月　

日
（
日
）
午
前　

時　

分
に

１９

１０

３０

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
で
行
い
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

健
康
課
（
11
７
２
５
・
５
４
２
２
、
6

７
２
５
・
５
１
９
８
）
へ
ご
連
絡
下
さ

　

本
紙
３
月
１
日
号
４
面
掲
載
の

「
第
８
回
町
田
市
街
づ
く
り
審
査

会
」
の
記
事
中
、
期
日
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
３
月　

日
１７

（
金
）
」
と
な
り
ま
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
広
報
係
11
７
２
４
・

２
１
０
１

お　

詫　

び



２００６．　．　（　） ３ １１６

【
料
理
企
画　

春
の
お
菓
子
作
り
】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
の
子
ど
も

１８

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
前　

時

２９

１１

〜
午
後
１
時

○
内
容　

春
を
感
じ
る
お
菓
子
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

３
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）

へ
（
申
し
込
み
者
は
、
本
人
ま
た
は
、

保
護
者
に
限
り
ま
す
）
。

陶

芸

展

　

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
陶
芸

講
座
を
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
陶
朋

会
）
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

人
の
力
作
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

８５

ひ
ご
覧
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
〜　

日

２４

２６

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
た
だ

１０

し
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
11
７
２
９
・
１
１

９
５催

し

【
①
春
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ア
ー　

合
田

道
人
の
「
童
謡
の
謎
」
】

　

み
ん
な
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
童
謡

に
は
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
う

一
つ
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
「
赤
い

靴
」
「
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
」
「
海
」
な
ど

に
は
当
時
の
社
会
状
況
や
作
詞
者
の
思

い
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
「
案

外
、
知
ら
ず
に
歌
っ
て
い
た
童
謡
の

謎
」
「
本
当
は
戦
争
の
歌
だ
っ
た
童
謡

の
謎
」
の
作
者
合
田
道
人
さ
ん
に
、
歌

を
交
え
な
が
ら
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
火
）
午
後
２
時

２８

〜
４
時

○
講
師　

歌
手
・
合
田
道
人
氏

○
定
員　

１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

【
②
市
民
講
座　

教
育
と
日
本
国
憲
法

－

学
校
教
育
の
現
場
か
ら
】

　

文
学
部
助
教
授
と
し
て
、
中
国
語
を

指
導
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
教
務
部
長
と

し
て
、
学
生
に
履
修
指
導
を
し
な
が

ら
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
考
え
感
じ
た

事
を
中
心
に
、
教
育
と
憲
法
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

２４

〜
４
時

○
講
師　

桜
美
林
大
学
文
学
部
助
教
授

・
�
村
麻
実
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

【
③
朗
読
劇
発
表
会
】

　

青
年
講
座
「
朗
読
劇
で
自
己
発
見
」

で 
稽 

け
い 
古 
し
て
き
た
朗
読
劇
の
発
表
会
を

こ

行
い
ま
す
。
作
品
は
ソ
ー
ン
ト
ン
・
ワ

イ
ル
ダ
ー
作
「
わ
が
町
」
を
公
演
し
ま

す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
午
後
７
時

２４

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

か
ら

◇

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
申
し
込
み　

①
②
は
直
接
ま
た
は
電

話
で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８

・
０
０
７
１
）
へ
。
③
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

企

画

・

実

施

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
や
生
活
の
課
題
を
考
え
、
解
決

し
て
い
く
た
め
の
主
体
的
な
学
習
講
座

を
、
一
定
条
件
の
な
か
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
公
民

館
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

【
開
設
説
明
会
】

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２５

か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
募
集　

５
講
座
（
地
域
）

○
申
し
込
み　

３
月　

日
ま
で
に
電
話

２４

で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
６－

８－

１
、
11
７
２

８
・
０
０
７
１
）
へ
。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
地
域
市
民
講
座

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た
ね
油
を
し

ぼ
り
ま
す
。

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
５
０
０　

ビ
ml

ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す

（　

本
販
売
の
予
定
）。

３５
○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１８

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

　

市
内
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用

し
、
近
世
の
古
文
書
を
読
む
手
掛
か
り

や
、
勉
強
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

は
じ
め
て
の
方

○
期
日　

４
月　

日
、　

日
、
５
月　

１３

２７

１１

日
、　

日
、
６
月
８
日
、　

日
、
７
月

２５

２２

６
日
、　

日
、
９
月　

日
、　

月　

２０

２８

１０

１２

日
、　

日
、　

月
９
日
、
い
ず
れ
も

２６

１１

木
曜
日
、
全　

回
１２

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

４５

○
会
場　

自
由
民
権
資
料
館
閲
覧
室

○
講
師　

神
奈
川
大
学
講
師
・
川
鍋
定

男
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
初
日
に
徴

収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
の
往
信
面
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

古
文
書
入
門
講
座

自
由
民
権
資
料
館

　

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発
達
し
た

現
在
で
も
、
血
液
を
作
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま
せ

ん
。
病
院
で
は
、
輸
血
技
術
の
進
歩
に

伴
い
、
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
白
血
病
等
の
血

液
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
、
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
期
日　

３
月　

日
（
木
）

１６

○
時
間　

献
血
受
付
＝
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時　

分
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登

３０

録
受
付
＝
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ

ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登

録

会

○
発
売
日　

３
月　

日
（
土
）
、　

日

１８

２５

（
土
）

※　

日
は
生
麺
の
み
の
販
売
。

２５
※
生
麺
は
各
日
ご
と
、
１
０
０
０
袋
の

販
売
予
定
。
乾
麺
も
数
量
限
定
販
売
。

○
時
間　

午
前
９
時　

分
か
ら

３０

○
販
売
場
所　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
価
格　

生
麺
１
袋
１
１
０
円
（
１
２

０
ｇ
入
り
）
、
乾
麺
１
袋
４
０
０
円

（
５
０
０
ｇ
入
り
）

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
本
町
田

経
由
鶴
川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ

丘
」
下
車
、
徒
歩　

分
（
町
田
ぼ
た
ん

１０

園
向
か
い
）

※
車
で
お
い
で
の
方
は
薬
師
池
公
園
駐

車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
９
・
８
３

８
０

七
国
山
薬
師
そ
ば
（
生
麺
、
乾
麺
）

販

売

し

ま

す

【
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
１８

○
日
時　

３
月　

日
（
木
）
＝
①
午
前

３０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

春
休
み
こ
う
さ
く

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

１８

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ビ
デ
オ
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ⅱ
（
自

由
練
習
も
で
き
ま
す
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

イ

ン

ド

ア

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
正
午
〜
午

２６

後
６
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技　
　

ｍ　

㎝
的　

射
×
２
ラ
ウ

３０

８０

３６

ン
ド（
都
民
大
会
代
表
選
考
会
を
兼
ね

る
）

○
部
別　

Ｓ
Ｂ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ

の
各
男
女

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

　

現
在
、
総
合
体
育
館
（
南
成
瀬
５－

　

）
内
に
あ
り
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
課
事
務

１２所
が
指
定
管
理
者
へ
の
移
行
に
伴
い
４

月
１
日
か
ら
森
野
分
庁
舎
（
森
野
１
ー

　

ー　

）
４
階
に
移
転
し
ま
す
。
そ
の

３３

１０

た
め
、
電
話
番
号
と
F
A
X
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

○
新
し
い
電
話
番
号

11
７
２
４
・
４
０
３
６　

6
７
２
４
・

４
０
３
７

※
こ
の
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
業
務

の
一
部
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
学
校
開
放
（
校
庭
・
体
育
館
・
プ
ー

ル
）
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
、
各
種
体
育

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
各
体
育
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課
11
７
２
４
・
３
４
４
０

□問 社会教育課11７２４・２１８１

備　考時　間期　日定員上映時間題　名施　設　名
午前１０時から

３月２１日（祝）８５３人
２時間６分スウィングガールズ（３５ミリ）

市 民 ホ ー ル 午後０時４５分から１時間３１分シュレック
午後３時から２時間６分スウィングガールズ（３５ミリ）
午後１時３０分から３月２５日（土）１８０人１時間３６分走れメロス（１６ミリ）忠 生 市 民 セ ン タ ー
午後１時３０分から３月２７日（月）１８８人１時間４７分アルプスの少女ハイジ（１６ミリ）市 民 フ ォ ー ラ ム

椅子席ではありません午後２時から３月２７日（月）１００人１時間２４分走れ！白いオオカミ（１６ミリ）玉川学園子どもクラブころころ児童館
午後１時３０分から３月２９日（水）１８０人１時間２８分カントリーベアーズ（１６ミリ）つ く し 野 セ ン タ ー

椅子席ではありません午後２時から３月２９日（水） ７０人４３分三ねん寝太郎（１６ミリ）南 大 谷 子 ど も ク ラ ブ
午後１時３０分から３月３０日（木）１８０人１時間４７分アルプスの少女ハイジ（１６ミリ）三 輪 セ ン タ ー

椅子席ではありません午後２時から３月３１日（金）１３０人１時間２８分カントリーベアーズ（１６ミリ）子 ど も セ ン タ ー ば あ ん
午後２時から３月３１日（金）１１９人２時間３２分ハリーポッターと賢者の石（日本語吹替版）（ビデオ）中 央 図 書 館
午後１時３０分から４月１日（土）３００人１時間４２分魔女の宅急便（１６ミリ）小 山 市 民 セ ン タ ー
午後１時３０分から４月３日（月）２５０人１時間２０分とび★うおーず（１６ミリ）ひ な た 村

※先着順により定員になり次第入場を締め切らせていただきます。
※小学生以下は保護者同伴でおいで下さい。
※車での来場はご遠慮下さい。

ス
ポ
ー
ツ
課
事
務
所
移
転
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ�

ス
ポ
ー
ツ
課
事
務
所
移
転
の�

お
知
ら
せ�

【
子
育
て　

い
ま
大
切
に
し
た
い
こ

と
】

　

幼
児
期
の
お
子
さ
ん
の
い
る
保
護
者

を
対
象
に
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
楽
し
く
お
話
し
し
ま
す
。
元
気

が
で
る
講
座
で
す
。

○
対
象　

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
の
お

子
さ
ん
の
い
る
保
護
者

○
日
時　

３
月　

日
（
金
）
午
前　

時

３１

１０

〜　

時　

分
（
９
時　

分
〜
９
時　

分

１１

１５

３０

５０

受
付
）

○
講
師　

助
産
師
・
桜
井
順
子
氏

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

○
定
員　
　

人
４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
（
11
７

２
５
・
５
４
２
２
）
へ
。

※
保
育
（
先
着　

人
）
も
あ
り
ま
す
。

１５

子

育

て

講

座

お　

詫　

び

　

本
誌
３
月
１
日
号
６
面
掲
載
の

「
里
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の

記
事
中
、
申
し
込
み
先
住
所
地
番

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
「
木
曽
町
２
１
８
５－

１
」
と

な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
広
報
係
11
７
２
４

・
２
１
０
１

名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
３
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
自
由

２１

民
権
資
料
館
（
〒　

－

０
０
６
３
、
野

１９５

津
田
町
８
９
７
、
11
７
３
４
・
４
５

０
８
）
へ
。

実

演

と

販

売

　

時
〜　

時
②　

時
〜
正
午
、
３
月　

１０

１１

１１

３１

日
（
金
）
＝
③
午
前　

時
〜　

時
④　

１０

１１

１１

時
〜
正
午

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
費
用　

１
０
０
円

○
申
し
込
み　

３
月　

日
午
前　

時
か

１８

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０
２
３

６
）
へ
。

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局



２００６．　．　 （　）３ １１ ７

●
多
摩
テ
レ
ビ
か
ら
新
方
式
に
よ
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
の
お
知
ら
せ

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
直
接
視
聴
で
き

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
平

成　

年
を
め
ど
に
開
始
す
る
予
定
で
す

２０
／
対
象
エ
リ
ア
＝
小
山
ケ
丘
１
〜
６
丁

目
、
小
山
町
の
一
部
／
□問
 

多
摩
テ
レ
ビ

11
０
１
２
０
・
１
１
８
・
４
９
３
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
、h

ttp
:/
/
w
w
w
.

ttv
.n
e
.jp
/

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
職
員
募

集【
介
護
職
員
（
①
契
約
職
員
②
非
常
勤

職
員
）
】

　

資
格
＝
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ
ル
パ

ー
１
、
２
級
資
格
を
お
持
ち
の
方
／
勤

務
日
時
＝
①
２
交
代
制
、
夜
勤
あ
り
、

週
休
２
日
制
②
応
相
談
／
勤
務
場
所
＝

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
コ
モ
ン
ズ
（
森

野
）
／
選
考
＝
書
類
・
面
接
／
人
員
＝

若
干
名
／
給
与
等
＝
同
協
会
の
規
定
に

よ
る
／
申
し
込
み
＝
履
歴
書
・
資
格
証

の
写
し
を
３
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２０

同
協
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
４

１９４

－

８－

　

、
11
７
２
８
・
９
０
６

３９

７
）
へ
。

【
看
護
師
（
非
常
勤
職
員
）
】

　

資
格
＝
看
護
師
・
准
看
護
師
資
格
を

お
持
ち
の
方
／
勤
務
日
時
＝
月
〜
土
曜

日
の
間
で
週
２
〜
５
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
応
相
談
）
／
勤
務
場
所
＝

１５

小
山
田
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
／
人
員
＝
若
干
名
／
採
用
随
時
／
選

考
＝
書
類
・
面
接
／
給
与
等
＝
同
協
会

の
規
定
に
よ
る
／
申
し
込
み
＝
履
歴
書

と
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を
３
月　

日
ま
で

３１

（
必
着
）
に
小
山
田
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
５
８
０
、
ふ
れ
あ

い
桜
館
内
、
11
７
９
７
・
９
４
８
９
）

へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
経
営
者
講
習
会
「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
事
業
者
の
責
任
と
義
務
」
】

　

対
象
＝
事
業
経
営
者
／
日
時
＝
３
月

　

日
午
後
６
時
〜
８
時
／
会
場
＝
同
会

１７議
所
／
内
容
＝
石
綿
の
種
類
・
用
途
・

危
険
性
、
石
綿
に
関
す
る
法
令
、
事
業

者
の
責
任
と
義
務
に
つ
い
て
／
申
し
込

み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
事
業
経
営
者
の
た
め
の
専
門
家
に
よ

る
無
料
相
談
会
】

　

経
営
上
で
発
生
す
る
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
／
期

日
・
内
容
＝
①
３
月　

日
…
金
融
相
談

１３

②　

日
…
許
認
可
相
談
③　

日
…
特
許

１４

１５

相
談
④　

日
…
労
務
・
年
金
相
談
⑤　

１６

１７

日
…
登
記
相
談
⑥　

日
…
法
律
相
談
／

２２

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
／
会
場
＝
同

会
議
所
／
相
談
員
＝
①
中
小
企
業
金
融

公
庫
職
員
②
東
京
都
行
政
書
士
会
町
田

支
部
所
属
の
行
政
書
士
③
弁
理
士
・
後

藤
隆
英
氏
④
東
京
都
社
会
保
険
労
務
士

会
多
摩
支
部
町
田
地
区
所
属
の
社
会
保

険
労
務
士
⑤
東
京
司
法
書
士
会
町
田
支

部
所
属
の
司
法
書
士
⑥
弁
護
士
・
田
中

勝
氏
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所

へ
。
①
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
】

　

内
容
・
日
時
＝
通
信
講
座
…
４
月
８

日
か
ら
（
約
１
か
月
）
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
…
５
月
６
日
〜
６
月　

日
の
毎
週
土

２４

曜
日
全
８
回
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（
コ
ム
ス
ン
・
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
町
田

校
）
、
実
習
…
６
月　

日
〜
８
月
中
旬

２５

の
４
日
間
／
費
用
＝
７
万
６
５
０
０
円

／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
申

３０

し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
３
級
講
座
（
法

務
の
基
礎
）
】

　

期
日
＝
４
月　

日
、　

日
、　

日
／

１５

２２

２９

時
間
＝
午
前　

時
〜
午
後
５
時
／
会
場

１０

＝
同
会
議
所
／
費
用
＝
２
万
５
０
０
０

円
（
学
生
・
会
員
は
２
万
円
）
／
定
員

＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
申
し
込
み

２０
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

●
玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館

【
①
折
り
紙
遊
び
②
か
つ
ま
た
さ
ん
の

将
棋
教
室
③
子
ど
も
短
歌
の
会
④
子
ど

も
の
お
茶
会
】

　

対
象
＝
①
〜
④
小
学
生
以
上
／
日
時

＝
①
３
月　

日
午
後
３
時　

分
〜
５
時

１６

３０

②　

日
午
後
３
時　

分
〜
５
時
③　

日

２２

３０

２８

午
後
３
時　

分
〜
５
時
④
３
月　

日
午

３０

３０

後
２
時
〜
３
時
／
定
員
＝
○３
 
　

人
／
申

２０

し
込
み
＝
○３
 

３
月　

日
午
前　

時
か
ら

１１

１０

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
館
（
11
７
１
０

・
１
４
７
５
）
へ
。

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
エ
ア
コ
ン
・
換
気
扇
洗
浄
」

　

カ
ビ
・
ホ
コ
リ
の
除
去
を
う
け
た
ま

わ
り
ま
す
／
□問
 

同
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
１
４
７

●
日
本
聾
話
学
校
・
幼
稚
園
講
師
募
集

　

資
格
＝　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
。
幼

４０

稚
園
経
験
が
あ
る
方
歓
迎
／
勤
務
日
時

＝
月
・
火
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
２

時
、
水
・
木
・
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

分
、
土
曜
日
（
月
１
回
）
午

３０

前
９
時
〜
正
午
／
人
員
＝
１
人
／
給
与

＝
本
校
規
定
に
よ
る
／
受
付
＝
３
月　
２０

日
ま
で
／
□問
 

同
校
11
７
３
５
・
２
３
６

１●
第
三
ま
ち
だ
福
祉
作
業
所
通
所
者
募

集
　

資
格
＝
市
内
在
住
の　

〜　

歳
ぐ
ら

１８

４０

い
ま
で
の
方
で
、
愛
の
手
帳
を
お
持
ち

の
一
人
通
所
可
能
な
方
／
作
業
内
容
・

日
時
＝
室
内
作
業
（
パ
ッ
キ
ン
は
ず

し
、
各
種
袋
作
業
）
…
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
屋
外
作
業
（
清

掃
）
…
月
・
水
・
金
曜
日
／
人
員
＝
若

干
名
／
□問
 

同
作
業
所
11
７
２
９
・
６
５

８
０

●
自
衛
官
採
用
案
内
（
予
備
自
衛
官

補
）

【
①
一
般
公
募
②
技
能
公
募
】

　

資
格
＝
①　

〜　

歳
未
満
の
方
②　

１８

３４

１８

歳
以
上
で
、
衛
生
・
語
学
・
自
動
車
整

備
・
情
報
処
理
・
通
信
・
電
気
・
建
設

関
係
の
国
家
資
格
免
許
等
お
持
ち
の
方

（
保
有
す
る
技
能
に
応
じ　

〜　

歳
未

５３

５５

満
）
／
受
付
期
間
＝
４
月
７
日
ま
で

（
必
着
）
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案
内

所
11
７
２
３
・
１
１
８
６

●
小
山
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し

【
介
護
者
教
室
「
口
の
中
の
清
潔
は
大

丈
夫
？
口
腔
ケ
ア
の
話
」
】

　

日
時
＝
３
月　

日
午
後
２
時
か
ら
／

１４

会
場
＝
忠
生
市
営
住
宅
集
会
場
／
講
師

＝
歯
科
医
・
咲
間
義
輝
氏
／
申
し
込
み

＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
９
７
・

８
０
３
２
）
へ
。

【
転
倒
予
防
体
操
教
室
「
転
ば
ぬ
先
の

か
ら
だ
作
り
②
」
】

　

日
時
＝
３
月　

日
午
後
１
時　

分
か

１８

３０

ら
／
会
場
＝
小
山
田
桜
台
集
会
場
／
講

師
＝
片
山
義
子
氏
／
申
し
込
み
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
11
７
９
７
・
８
０
３
２
）

へ
。

●
知
的
障
が
い
者
育
成
会
・
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

知
的
障
が
い
者
送
迎
車
の
添
乗
員
を

募
集
し
ま
す
／
資
格
＝　

歳
く
ら
い
ま

６５

で
の
方
／
勤
務
日
時
＝
週
３
〜
５
日
程

度
／
採
用
＝
４
月
か
ら
／
□問
 

同
会
11
７

２
４
・
９
０
９
８

●
知
的
障
が
い
者
通
所
施
設
・
ま
ち
だ

福
祉
作
業
所
指
導
職
員
（
常
勤
）
募
集

　

資
格
＝　

〜　

歳
ま
で
の
方
（
自
動

２０

５０

車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
歓
迎
）
／

内
容
＝
利
用
者
の
作
業
指
導
、
草
花
栽

培
指
導
、
町
田
ダ
リ
ア
園
の
管
理
等
／

委
細
面
談
／
□問
 

同
作
業
所
11
７
２
２
・

０
５
３
８

●
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
「
フ
イ

リ
ピ
ン
地
滑
り
」
災
害
に
対
す
る
義
援

金
の
受
付
に
つ
い
て

　

義
援
金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
／
期
間

＝
３
月　

日
ま
で
／
取
扱
方
法
＝
郵
便

３１

振
替
（
振
替
手
数
料
無
料
）
／
加
入
者

名
＝
日
本
赤
十
字
社
／
口
座
番
号
＝
０

０
１
１
０－

２－

５
６
０
６
／
通
信
欄

に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
滑
り
」
、
受
領

証
を
希
望
す
る
場
合
は
「
受
領
証
希

望
」
と
明
記
／
□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京

都
支
部
振
興
部
赤
十
字
社
員
課
法
人
社

員
係
11　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

０３

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し

む
、
屋
外
の
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
陶
芸
を
楽
し

む
、
能
面
を
打
つ
、
納
得
の
写
真
を
撮

る
に
は
、
３
人
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
、

大
名
家
の
香
道
、
俳
句
入
門
講
座
、
中

国
語
入
門
、
玉
川
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
行
政
書
士
試
験
対
策
講
座

●
東
京
女
学
館
大
学
教
養
講
座
「
ア
メ

リ
カ
を
考
え
る
」

　

日
時
＝
３
月　

日
午
後
１
時
〜
３
時

１８

　

分
／
会
場
＝
同
大
学
／
演
題
・
講
師

１０＝H
o
n
m
o
k
u
,Y
o
k
o
h
a
m
a
:A
n

A
m
e
ric
a
n
S
u
b
u
rb
fro
m
1
9
4
5

to
1
9
8
2
・
Ja
m
e
s
E
.N
ic
k
u
m

氏

（
同
大
学
教
授
）
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ

南
部
小
説
に
み
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
問
題
・
山
本
若
美
氏
（
同
大
学
助
教

授
）
／
□問
 

同
大
学
11
７
９
６
・
１
１
４

５

　

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１９

集
合

○
集
合
場
所　

小
田
急
線
鶴
川
駅
前
公

園○
コ
ー
ス　

鶴
見
川
沿
い
コ
ー
ス
自
由

歩
行
＝
鶴
川
駅
前
公
園
〜
四
ツ
木
橋
〜

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
鴨
居
駅
前
（　

㎞
）
〜
新

１４

横
浜
大
橋
〜
東
横
線
綱
島
駅
前
（　
２３

㎞
）
〜
旧
東
海
道
〜
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線

鶴
見
駅
前
（　

㎞
）

３０

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
幼

稚
園
・
小
学
校
名
等
を
明
記
し
、
３
月

　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ
ー
ツ

１８課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

ス
ポ
ー
ツ
教
室

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
で
４
〜
６

歳
（
教
室
初
日
）
の
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

○
期
間　

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
４

１５

２４

月　

日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
（
全

２９

　

回
）

１０○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

組
３０

○
費
用　

４
７
０
０
円

【
ち
び
っ
こ
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
で
３
〜
４

歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児

○
期
間　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
６
月　

日
を

１８

２７

１３

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ

ー
ス
＝
４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月

２１

３０

５
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

１５

○
定
員　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ
ー

４０ス
＝　

人
２５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
学
生
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
期
間　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
６
月　

日
を

１８

２７

１３

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ

ー
ス
＝
４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月

２１

３０

５
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

○
定
員　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ
ー

４０ス
＝　

人
２５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
親
子
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
で
２
歳
６
か
月
〜

３
歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月
４
日
を

２０

２９

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月

１９

２８

３
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

○
定
員　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

　

組
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ
ー

３０ス
＝　

組
２５

○
費
用　

４
７
０
０
円

【
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
で
５
〜
６

歳
（
教
室
初
日
）
の
未
就
学
児

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月
４
日
を

２０

２９

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月

１９

２８

３
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

１５

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
・
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
３
年
生

○
期
間　

４
月　

日
〜
７
月　

日
（
４

１５

１５

月　

日
、
５
月　

日
、
６
月　

日
、
７

２９

１３

１７

月
１
日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
（
全

　

回
）

１０○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　

小
学
生　

人
、
中
学
生　

人

７０

３０

○
費
用　

１
６
０
０
円

【
小
学
生
球
技
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月
４
日
を

２０

２９

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
４
月　

日
〜
６
月　

日
（
５
月

１９

２８

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

○
対
象　

町
田
市
社
会
体
育
実
技
指
導

員
及
び
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
と
こ
れ
か
ら
指
導
者
を
目
指

す
方

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１８

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

総
合
体
育
館
会
議
室

○
内
容　

テ
ー
ピ
ン
グ
の
重
要
性
（
講

義
及
び
実
技
）

○
講
師　

同
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

指
導
員

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
費
用　

２
５
０
０
円
（
消
耗
品
代
を

含
む
。
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

３
月　

日
午
後
５
時
ま

１６

で
に
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
（
11
７
２
４

・
３
４
４
０
）
へ
。

３
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

○
内
容　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４０

○
費
用　

１
６
０
０
円

　

市
で
は
、
高
齢
社
会
に
対
す
る
長
期

的
、
総
合
的
な
行
政
計
画
と
し
て
、
町

田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
三
年
目
の
見
直
し
に
あ
た
り

市
で
は
町
田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画
推

進
委
員
会
（
村
野
順
三
委
員
長
）
と
町

田
市
介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
会
（
本

間
昭
会
長
）
に
諮
問
し
、
２
月　

日
、

１７

村
野
委
員
長
と
本
間
会
長
か
ら
答
申
を

受
け
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
町
田

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
を
あ
わ
せ
、
町
田
市
高
齢

社
会
総
合
計
画
（
第
三
次
改
定
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
２
０
０
６
年
度
〜
２
０

０
８
年
度
の
３
年
間
で
す
。

　

な
お
、
計
画
書
に
つ
い
て
は
市
政
情

報
「
や
ま
び
こ
」
（
中
町
分
庁
舎
１

階
）
、
高
齢
者
福
祉
課
（
健
康
福
祉
会

館
分
館
及
び
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
３
１
３

６

町
田
市

　

高
齢
社
会
総
合
計
画

　

（
第
三
次
改
定
）　
　
　

　
　

を
策
定
し
ま
し
た
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★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

３／

１１
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　あけぼの病院 （11０４２・７２８・１１１１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�望月外科胃腸科クリニック○内 
 （つくし野２－８－１６　11７９５・４５２３）

　�石場こどもクリニック○小 
 （旭町１－１５－２１　11７１０・１３２２）

　�岡田医院○内  （玉川学園５－１－７　11７２７・６６６７）
　�三輪診療所○内  （三輪町１６８－１　11０４４・９８０・０３２１）
　�久田医院○内  （忠生３－２０－２　11７９３・４１１４）

１２
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１３
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○なんでも健康・栄養相談（１０時～１２時１０分　総合体育館
○問 健康課11７２５・５１７８）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１４
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１９日　森野
会展○問 嶋田11７３２・７６７４）

☆市民ホールギャラリー（～１９日　第２０回記
念写団けやき展「自由作品」「水のある風
景」○問 写団けやき11７７７・１９１３）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園
１０時３０分：鶴川さくら病院、町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

１５
水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０
分、１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・
５１７８）

１６
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：マイライフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場
２時１０分：鶴間風の子公園
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：すずかけ台ハイタウン、小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１７

金

○京王閣競輪開催（～１９日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）１８

土
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�成瀬小林医院○内  （成瀬２３０３－３３　11７２５・２２３３）
　�小田桐医院○内  （中町１－３－２０　11７２２・３１７２）
　�玉川学園前診療所○内 
 （玉川学園５－１－９　11７３２・８２２５）

　�鶴川診療所○小 ○内  （鶴川６－７－１　11７３５・２３８７）
　�ふくいんクリニック○内 
 （山崎町２２００　11７９１・１３０７）

１９
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

２０
月

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

広 
 
告 
 
欄

広広 告告 募募 集集 中中
　この欄に市民生活に関連の深い広告を募集しています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご利用下さい。
○応募資格　市内または近隣市に事業所を有する事業主（掲載については、市内の事
業主の方が優先されます）
○広告掲載料　１枠あたり４万円（縦４２㎜×横７３㎜）※版下作成費用は、広告主の負担となります。
○募集枠数　各号３枠
※広告掲載料収入は広報まちだの印刷製本費用の一部に充当しています。

お問い合わせ・お申し込みは広報広聴課11７２４・２１０１へ

よく手洗い、うがいをして�
インフルエンザの予防を　�！�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�


